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心
情
的
に
は
理
解
し
難
い
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
最
近
は
「
悪
名
は
無
名
に

勝
る
」
と
い
う
風
潮
が
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
は

じ
め
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
っ
て
不
特
定

多
数
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手
段
が
で

き
、
は
じ
め
に
過
激
で
あ
お
る
よ
う
な

形
や
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
大
き
く
名
前
を
売

り
、
以
降
は
そ
の
余
熱
が
あ
る
間
に
次
の
着
火

ネ
タ
を
仕
込
ん
だ
り
、
方
向
転
換
を
し
て
現
状

を
打
開
す
る
。
イ
チ
か
バ
チ
か
、
負
け
確
率
が

高
い
リ
ス
キ
ー
な
賭
け
だ
が
、
無
名
で
ひ
っ
そ

り
と
閉
塞
感
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
消
え
る
よ

り
は
良
い
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
デ
ジ
タ
ル
時
代

の
大
き
な
変
化
だ
▼
近
年
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
が
増
え
て
い
る
が
、
彼
ら
の
手
法
も
似
た
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ア
ナ
ロ
グ
な
業
務
や
慣

習
を
戦
う
べ
き
敵
と
定
め
、
そ
れ
を
徹
底
的
に

た
た
く
。
し
か
も
主
語
を
大
き
く
、
強
い
口
調

で
。
「
製
造
業
を
変
革
す
る
」
と
主
語
を
製
造

業
に
し
て
、
そ
れ
を
新
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス

が
あ
る
が
、
よ
く
分
析
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は

製
造
業
の
一
部
の
業
務
や
領
域
だ
け
で
あ
り
、

決
し
て
全
体
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
な
の
に
主
語
が
大
き
い
の
で
誤
解
し

て
し
ま
う
。
と
は
言
え
、
こ
う
し
た
ず
る
賢
い

手
法
も
名
前
を
売
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
路
線

に
乗
せ
る
た
め
に
は
必
要
な
の
だ
▼
翻
っ
て
、

安
全
と
安
心
、
信
頼
と
信
用
が
第
一
の
Ｆ
Ａ
業

界
。
前
記
の
よ
う
な
手
段
は
、
基
本
的
に
は
邪

道
で
好
ま
れ
ず
、
リ
ス
キ
ー
だ
。
し
か
し
人
手

不
足
で
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
将
来
も
不
安
視

さ
れ
る
な
か
で
、
無
名
の
ま
ま
で
良
い
の
だ
ろ

う
か
。
「
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝
」
で
死
に

い
く
の
が
正
し
い
姿
だ
ろ
う
か
。
悪
名
は
良
く

な
い
が
、
有
名
に
な
る
こ
と
は
必
要
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
の
手
段
な
ん
て
い
く
ら
で
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
、
人
材
獲
得
に
は

名
前
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
が
重
要
だ
。
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
新
聞
／
も
の
づ
く
り
．
ｊ
ｐ
は
有
名

に
な
っ
て
Ｆ
Ａ
業
界
を
盛
り
上
げ
た
い
企
業
を

全
力
で
応
援
す
る
。
一
緒
に
有
名
に
な
っ
て
い

こ
う
。

無名でも稼げた時代の終焉 ブランド作り、名前売ることの重要性

FA・電機制御・機械　主要上場商社　2024年年3月期1Q業績
売上高 前年同期比 営業利益 前年同期比 純利益 前年同期比

山善 1199億円 5.4%減 24億円 27.9%減 15億円 30.7%減

因幡電機産業 742億円 9.5%増 44億円 0.6%増 36億円 5.9%減

RYODEN 634億円 5.7%増 17億円 6.3%減 10億円 17.7%減

立花エレテック 558億円 9.4%増 27億円 28.9%増 22億円 9.1%増

萩原電気ホールディングス 505億円 27.2%増 25億円 106.6%増 17億円 73.2%増

サンワテクノス 422億円 8.1%増 16億円 26.2%増 13億円 21.9%増

日伝 313億円 2.3%減 13億円 10.0%減 10億円 10.8%減

カナデン 247億円 27.6%増 5億円 276.5%増 5億円 183.1%増

たけびし 238億円 5.5%増 10億円 33.4%増 7億円 43.3%増

藤井産業 181億円 15.4%増 5億円 126.1%増 4億円 118.7%増

明治電機工業 157億円 15.4%増 3億円 359.4%増 3億円 151.2%増

スズデン 142億円 9.9%減 8億円 15.1%減 6億円 14.0%減

トラスコ中山※2Q 1313億円 8.9%増 91億円 54.3%増 60億円 42.7%増

モノタロウ※2Q 1244億円 13.2%増 153億円 17.1%増 108億円 16.7%増

ミスミ 898億円 3.5%減 89億円 36.3%減 60億円 42.5%減

生
産
回
復
し
好
調

自
動
車
、Ｅ
Ｖ
開
発
も
追
い
風

FA・電機商社
2024年３月期

１Ｑ決算

エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研

来
年
、社
名
を
変
更

店
、
海
外
営
業
本
部
、
カ
ス

タ
マ
セ
ン
タ
ー
、
広
報
部
、

経
理
部
、
人
事
総
務
部
が
入

居
す
る
。

　
同
社
は
、
１
９
７
２
年
大

阪
市
西
成
区
で
電
気
計
装
工

事
と
情
報
処
理
機
器
の
開
発

事
業
と
し
て
設
立
し
、
以
来

50
年
を
超
え
て
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
分
野
向
け
に
計
装
用

信
号
変
換
器
や
電
子
機
器
専

用
避
雷
器
、
遠
隔
測
定
・
多

重
伝
送
・
自
動
制
御
用
等
の

各
種
電
子
機
器
な
ど
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
機
器
事
業
を
展
開

し
て
き
た
。
直
近
の
２
０
２

２
年
９
月
期
の
売
上
高
は
１

１
０
億
円
。

　
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研

は
、
２
０
２
４
年
１
月
１
日

付
で
社
名
を
「
株
式
会
社
エ

ム
ジ
ー
」
に
変
更
し
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
本
社
機
能
と
関

西
支
店
を
統
合
し
て
移
転
す

る
。
新
住
所
は
、
大
阪
府
大

阪
市
中
央
区
今
橋
２
丁
目
５

番
８
号
ト
レ
ー
ド
ピ
ア
淀
屋

橋
13
階
。
代
表
電
話
番
号
は

06
―
７
５
２
５
―
８
８
０

０
。
新
本
社
に
は
関
西
支

新コーポレートロゴ

Ｆ
Ａ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
フ
ェ
ア

西
日
本
で
初
開
催

500
人
来
場 

最
新
ソ
フ
ト
提
案

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
８
月
30
・
31

日
の
２
日
間
、
兵
庫
県
尼
崎

市
の
西
日
本
メ
カ
ト
ロ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

Ｆ
Ａ
機
器
分
野
と
し
て
西
日

本
で
は
初
め
て
、
全
国
で
は

３
月
の
名
古
屋
製
作
所
に
続

く
２
回
目
と
な
る
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
展
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
フ

ェ
ア
２
０
２
３
」
を
開
催

し
、
約
５
０
０
人
が
来
場
し

た
＝
写
真
。

　
最
新
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
群

を
中
心
に
提
案
し
、
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ａ
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
６

４
」
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ

　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
、
デ
ー

タ
分
析
ソ
フ
ト
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｂ
」

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
装
置

の
立
ち
上
げ
か
ら
運
用
、
保

全
を
効
率
化
す
る
ツ
ー
ル
に

加
え
、
金
融
機
関
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
向
け
に
提
供
し
て
実

績
が
あ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
技
術
を
Ｏ
Ｔ
向
け
に
展
開

し
、
現
場
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

レ
ベ
ル
の
診
断
か
ら
対
策
、

運
用
、
改
善
ま
で
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
提
供
す
る
「
製
造
業

向
け
Ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
サ
ー
ビ
ス
」
、
製
造
。
業

に
特
化
し
た
セ
キ
ュ
ア
な
ク

ラ
ウ
ド
環
境
を
提
供
す
る

「
製
造
業
向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
（
参
考
出
品
）
」
を

紹
介
し
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
実
現
の

た
め
の
安
心
安
全
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
、
環
境
構
築
の

た
め
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も

提
案
し
た
。

　
ま
た
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ａ
　
Ｃ
Ｒ
シ
リ

ー
ズ
」
の
新
製
品
と
し
て
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
ス
リ
ム
な
が

ら
可
搬
重
量
を
12
㌔
㌘
ま
で

引
き
上
げ
た
「
Ｒ
Ｖ
―
12
Ｃ

Ｒ
Ｌ
―
Ｄ
」
を
参
考
出
品
。

会
場
外
で
は
、
荷
台
部
分
に

バ
リ
取
り
や
外
観
検
査
な
ど

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
デ

モ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
キ

ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
展
示
。
実

機
展
示
で
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
。

　
２
０
２
４
年
７
月
４
か
ら

６
日
に
か
け
て
愛
知
県
常
滑

市
の
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
　
Ｓ
ｋ
ｙ

　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
で
開
催
す
る
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
・
自
動
化
シ

ス
テ
ム
の
専
門
展
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｔ
　
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

Ｇ
Ｙ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２

４
」
（
主
催
：
ニ
ュ
ー
ス
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
社
、
愛
知
県
機

械
工
具
商
業
協
同
組
合
）
の

出
展
募
集
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
同
展
は
２
回
目
の
開
催

で
、
自
動
車
な
ど
の
製
造

業
、
物
流
、
食
品
・
医
療
品

・
化
粧
品
産
業
な
ど
で
ロ
ボ

ッ
ト
導
入
を
考
え
る
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー

（
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
）
や
機
械
商
社

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
す
る
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
化
シ
ス
テ

ム
の
専
門
展
。
前
回
２
０
２

２
年
は
２
０
２
社
・
団
体
が

出
展
し
、
４
万
１
８
８
０
人

の
来
場
が
あ
っ
た
。

　
生
産
現
場
で
自
動
化
や
省

人
化
を
実
現
す
る
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ

Ｒ
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
や
各

種
セ
ン
サ
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
機
器
、

物
流
拠
点
な
ど
で
利
用
さ
れ

る
自
動
倉
庫
や
ソ
ー
タ
ー
、

マ
テ
ハ
ン
装
置
、
さ
ら
に
は

工
作
機
械
や
食
品
機
械
、
包

装
機
械
、
物
流
装
置
な
ど
に

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
た
各
種
シ

ス
テ
ム
や
自
動
化
に
関
す
る

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
、
装
置
な
ど
を
主
な

出
展
対
象
と
し
、
ロ
ボ
ッ
ト

Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
専
門
の
展
示
ゾ
ー

ン
も
設
け
て
い
る
。

　
募
集
締
め
切
り
は
２
０
２

４
年
１
月
31
日
ま
で
。
満
小

間
の
場
合
は
締
切
日
前
に
申

込
み
を
終
了
す
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

出展募集始まる
2024年７月４日から愛知で

﹁
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ジ
ャ
パ
ン
﹂
の
ロ
ゴ

　
山
善
は
減
収
減
益
。
生
産

財
関
連
事
業
は
前
年
同
期
比

８
・
４
％
減
の
７
６
４
億
１

６
０
０
万
円
。
国
内
は
半
導

体
産
業
の
鈍
化
と
自
動
車
産

業
の
投
資
控
え
か
ら
工
作
機

械
の
売
上
が
厳
し
く
、
工
具

は
横
ば
い
、
建
設
機
械
向
け

の
産
業
は
堅
調
に
推
移
。
海

外
は
北
米
、
台
湾
、
中
国
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
も
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
た
。

　
因
幡
電
機
産
業
は
増
収
減

益
。
産
業
機
器
事
業
は
12
・

８
％
増
の
１
０
０
億
８
５
０

０
万
円
。
脱
炭
素
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
用
途
向
け
に
半
導
体
関

連
向
け
が
好
調
で
、
製
造
業

を
中
心
に
設
備
投
資
が
堅
調

に
推
移
し
た
。
電
設
資
材
事

業
も
電
線
ケ
ー
ブ
ル
が
好
調

で
、
首
都
圏
再
開
発
や
製
造

業
の
設
備
更
新
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
大
型
物
件
向

け
に
防
災
設
備
や
受
配
電
設

備
等
の
納
入
に
よ
り
、
16
・

０
％
増
の
４
５
３
億
７
０
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

　
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
は
増
収
減

益
。
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
18
・

０
％
増
の
１
２
３
億
７
１
０

０
万
円
。
半
導
体
製
造
装
置

向
け
の
販
売
が
海
外
需
要
の

落
ち
込
み
で
低
調
だ
っ
た

が
、
国
内
の
メ
ー
カ
ー
生
産

量
の
増
加
に
よ
っ
て
工
作
機

械
と
一
般
産
業
装
置
向
け
の

販
売
が
好
調
に
推
移
し
た
。

　
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク
は
増
収

増
益
。
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
19

・
７
％
増
の
２
９
３
億
４
９

０
０
万
円
と
好
調
に
推
移
。

半
導
体
製
造
装
置
関
連
や
物

流
関
連
等
の
設
備
投
資
に
一

服
感
は
あ
る
も
の
の
、
受
注

残
が
旺
盛
で
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
イ
ン

バ
ー
タ
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
が
大

き
く
増
加
。
低
圧
配
電
制
御

機
器
も
好
調
に
推
移
。
産
業

機
械
分
野
で
も
レ
ー
ザ
ー
加

工
機
が
大
き
く
伸
長
し
た
。

　
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
増
収
増
益
。
主
力
の

デ
バ
イ
ス
事
業
は
、
自
動
車

生
産
台
数
の
回
復
や
供
給
品

の
採
用
車
種
拡
大
な
ど
に
よ

り
半
導
体
や
電
子
部
品
の
需

要
が
好
調
だ
っ
た
。

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
増
収

増
益
。
電
子
部
門
は
８
・
９

％
増
の
３
１
４
億
５
０
０
万

円
。
産
業
機
械
、精
密
機
器
、

自
動
車
関
連
搭
載
向
け
の
電

子
部
品
、
電
子
機
器
、
事
務

用
機
器
業
界
向
け
の
コ
ネ
ク

タ
の
販
売
が
増
加
し
た
が
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
業
界
向

け
が
減
少
。
電
機
部
門
は
太

陽
光
関
連
業
界
向
け
が
増
加

し
た
一
方
、
半
導
体
関
連
、

産
業
機
械
業
界
向
け
の
電
機

品
、
電
力
業
界
向
け
の
重
電

機
器
の
販
売
が
減
少
し
た
。

　
カ
ナ
デ
ン
は
増
収
増
益
。

製
造
業
の
設
備
投
資
需
要
も

回
復
基
調
で
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム

事
業
が
順
調
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
シ
ス
テ
ム
や
駆
動
制
御
機

器
を
中
心
に
好
調
に
推
移
し

た
。
情
通
・
デ
バ
イ
ス
事
業

も
半
導
体
・
デ
バ
イ
ス
分
野

が
堅
調
を
持
続
し
た
こ
と
に

加
え
、
情
報
通
信
分
野
で
電

子
医
療
装
置
案
件
が
増
加
し

た
。

　
た
け
び
し
は
増
収
増
益
。

Ｆ
Ａ
・
デ
バ
イ
ス
事
業
は
14

・
２
％
増
の
１
９
７
億
１
２

０
０
万
円
。
Ｆ
Ａ
機
器
が
半

導
体
製
造
装
置
関
連
や
衛
生

関
連
向
け
を
中
心
に
増
加

し
、
デ
バ
イ
ス
が
半
導
体
製

造
装
置
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関

連
向
け
で
堅
調
に
推
移
し
、

さ
ら
に
イ
ン
ド
の
車
載
関
連

や
東
南
ア
ジ
ア
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
向

け
が
増
加
し
た
。

　
藤
井
産
業
は
増
収
増
益
。

産
業
シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
生

産
現
場
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
、
医
療
機
器
・
半

導
体
関
連
メ
ー
カ
ー
を
中
心

に
堅
調
に
推
移
し
た
。

　
明
治
電
機
工
業
は
増
収
増

益
。
自
動
車
生
産
台
数
が
回

復
傾
向
に
あ
り
、
次
世
代
モ

ビ
リ
テ
ィ
開
発
へ
の
投
資
を

活
発
に
行
う
計
画
を
背
景

に
、
自
動
車
関
連
企
業
向
け

が
好
調
に
推
移
。
電
気
・
電

子
・
半
導
体
関
連
企
業
は
、

電
気
自
動
車
や
自
動
運
転
の

普
及
に
伴
う
車
載
電
装
品
へ

の
投
資
が
堅
調
と
な
っ
た
。

　
ス
ズ
デ
ン
は
減
収
減
益
。

Ｆ
Ａ
機
器
分
野
は
Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
操
作
パ

ネ
ル
等
が
増
加
し
た
が
、
セ

ン
サ
ー
、
制
御
盤
等
が
減
少

し
、
４
・
７
％
減
の
89
億
４

５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
ト
ラ
ス
コ
中
山
は
増
収
増

益
。
製
造
業
、
建
設
関
連
業

等
向
け
卸
売
の
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
ル
ー
ト
は
、
６
・
４
％
増

の
８
９
５
億
円
。
物
流
セ
ン

タ
ー
と
支
店
で
の
在
庫
施
策

や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
向
上

に
置
き
工
具
「
Ｍ
Ｒ
Ｏ
ス
ト

ッ
カ
ー
」
設
置
、
荷
物
詰
め

合
わ
せ
と
直
送
の
促
進
等
に

取
り
組
み
効
果
を
得
た
。

　
モ
ノ
タ
ロ
ウ
は
増
収
増

益
。
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
や
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
、
特
価
販
売
の
促
進
等

で
顧
客
接
点
を
強
化
。
２
０

２
３
年
１
―
６
月
期
で
57
万

１
８
６
４
口
座
の
新
規
顧
客

を
獲
得
し
、
現
時
点
で
の
登

録
会
員
数
は
８
５
７
万
８
３

５
８
口
座
と
な
っ
て
い
る
。

　
ミ
ス
ミ
は
減
収
減
益
。
中

国
の
景
気
低
迷
が
大
き
く
響

き
、
Ｆ
Ａ
事
業
、
金
型
部
品

事
業
、
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ａ
事
業
と
も

に
苦
戦
し
た
。

利
活
用
分
野
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
市
場

Ｄ
Ｘ
関
連
伸
長
２
兆
円

ＪＥＩＴＡ

　
電
子
情
技
術
産
業
協
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、
２
０

２
１
〜
22
年
度
の
「
利
活
用

分
野
別
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
市
場
規
模
」
を
ま
と

め
た
。

　
22
年
度
に
お
け
る
国
内
企

業
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
会
員
企

業
）
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
市
場
規
模
は
、
８
兆 

８
１
１
億
円
（
前
年
度
比 

１
０
６
・
８
％
）
で
、
こ
の

う
ち
日
本
向
け
の
売
り
上
げ

は
６
兆
９
０
０
億
円
（
同
１

０
２
・
４
％
）
、
海
外
向
け

の
売
り
上
げ
は
１
兆 

９
９

１
１ 

億
円
（
同
１
２
３
・

０
％
）
（
海
外
向
け
売
り
上

げ
は
為
替
に
よ
る
影
響
を
含

む
）
と
な
っ
た
。

　
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
関

連
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
は
、
１
兆
９
６
１
９
億

円
（
同
１
１
５
・
４
％
）
と

伸
長
し
た
。
特
に
民
需
に
お

け
る
「
製
造
」
に
お
い
て
、

環
境
変
化
へ
の
対
応
強
化
、

技
能
継
承
や
人
材
不
足
へ
の

対
策
、
脱
炭
素
へ
の
取
り
組

み
を
中
心
に
投
資
が
進
ん
だ

結
果
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

改
革
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
へ

の
投
資
が
増
え
た
こ
と
で
堅

調
な
成
長
を
維
持
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
日
本
の
売
り
上
げ

に
占
め
る
Ｄ
Ｘ
関
連
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
割
合

は
、
前
年
度
の
28
・
６
％
か

ら 

32
・
２
％
と
３
・
６
㌽

上
昇
。
特
に
「
民
需
」
は 

１
兆
２
４
３
３
億
円
（
同
１

１
９
・
９
％
）
と
大
き
く
成

長
し
た
。

　
利
活
用
分
野
別
で
は
、

「
製
造
」
が
１
兆
４
６
３
６

億
円
（
構
成
比 

24
・
０

％
）
と
最
大
で
、
次
い
で

「
金
融
」
が
１
兆
３
８
７
２

億
円
（
同
22
・
８
％
）
、

「
官
公
需
」
が
１
兆 

３
４

０
１
億
円
（
同
22
・
０
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
　

　
種
類
別
で
は
、
「
Ｓ
Ｉ
開

発
」
が
３
兆
４
９
２
４
億
円

（
前
年
度
比
１
０
５
・
０

％
）
、
「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」

は
４
８
２
２
億
円
（
同
90
・

０
％
）
、
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
・
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
」

は
２
兆
１
１
５
４
億
円
（
同 

１
０
１
・
４
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
Ｆ
Ａ
・
電
機
の
主
要
商
社
の
２
０
２
４
年
３
月
期
の
第

１
四
半
期
決
算
が
出
そ
ろ
っ
た
。
製
造
業
の
設
備
投
資
は

底
堅
く
、
Ｆ
Ａ
機
器
メ
ー
カ
ー
の
生
産
回
復
効
果
で
各
社

の
Ｆ
Ａ
関
連
事
業
は
好
調
に
推
移
。
ま
た
自
動
車
関
連
も

生
産
台
数
の
回
復
や
Ｅ
Ｖ
開
発
関
連
が
追
い
風
と
な
り
、

そ
れ
ら
を
捉
え
た
企
業
は
増
収
増
益
を
果
た
し
て
い
る
。
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の
設
備
稼
働
率
や
設
備
異
常

の
有
無
等
の
特
定
な
ど
が
可

能
。

　
フ
ィ
ン
レ
ス
タ
イ
プ
は
、

内
部
の
冷
却
フ
ィ
ン
を
な
く

し
、
奥
行
き
寸
法
で
最
大
約

30
％
の
短
縮
と
な
り
、
機
械

装
置
や
盤
な
ど
の
小
型
化
・

省
ス
ペ
ー
ス
化
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
全
機
種
共
通
で
予
兆

保
全
機
能
を
搭
載
。
主
要
部

品
で
あ
る
パ
ワ
ー
半
導
体
の

Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
出

力
電
流
・
出
力
周
波
数
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
異
常
兆
候

に
ア
ラ
ー
ト
を
出
す
「
寿
命

予
測
機
能
」
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
計
画
立
案
や
駆
動
シ
ス
テ

ム
停
止
の
未
然
防
止
に
役
立

つ
。

　
ま
た
イ
ン
バ
ー
タ
の
基
本

設
計
に
関
し
て
、
構
造
・
部

品
・
ソ
フ
ト
等
の
基
本
設
計

を
共
通
化
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
開
発
を
進
め
て
お

り
、
同
製
品
は
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
適
用
機
種
と
し
て
は

上
位
機
種
に
続
く
第
２
弾
で

あ
り
、
順
次
他
シ
リ
ー
ズ
に

も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
適

用
し
、
開
発
期
間
の
短
縮
を

推
進
す
る
。

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
天
井
設

置
タ
イ
プ
の
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｓ
Ｒ
―
３
ｉ
Ａ
／
Ｕ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
３
㌔
㌘
可
搬

・
リ
ー
チ
３
５
０
㍉
㍍
の
天

井
設
置
タ
イ
プ
で
、
小
物
部

品
の
生
産
ラ
イ
ン
間
搬
送
や

小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
の
組
み

立
て
作
業
な
ど
に
最
適
。
ア

ー
ム
の
リ
ー
チ
範
囲
の
中
で

ア
ー
ム
先
端
が
到
達
で
き
な

い
エ
リ
ア
が
な
い
「
ノ
ー
デ

ッ
ド
ゾ
ー
ン
」
が
最
大
の
特

長
で
、
本
体
の
真
下
を
作
業

領
域
と
す
る
た
め
、
床
面
積

を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
設

置
で
き
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
設
置

の
天
井
面
か
ら
ア
ー
ム
先
端

ま
で
の
距
離
を
昇
降
軸
の
最

上
昇
時
で
４
４
０
㍉
㍍
に
抑

え
、
本
体
の
高
さ
を
抑
え
て

い
る
の
で
シ
ス
テ
ム
全
体
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
で
き
る
。

　
エ
ア
駆
動
用
電
磁
弁
を
内

蔵
し
た
タ
イ
プ
を
用
意
し
、

エ
ア
機
器
を
使
用
し
た
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
容
易
。
ア
ー

ム
先
端
の
昇
降
軸
を
保
護
す

る
ジ
ャ
バ
ラ
と
ア
ー
ム
カ
バ

ー
部
の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
オ
プ

シ
ョ
ン
指
定
す
る
こ
と
で
Ｉ

Ｐ
65
の
防
水
・
防
塵
機
能
を

備
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

拡
張
性
、
作
業
性
に

優
れ
た
小
型
Ｉ
／
Ｏ

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
小
型
化

・
高
い
拡
張
性
・
優
れ
た
作

業
性
／
保
守
性
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
Ｉ
／
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト

「
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ
　
Ｓ
ｌ
ｉ
ｃ

ｅ
　
Ｉ
／
Ｏ
」
＝
写
真
＝
を

発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
幅
12
㍉
㍍
×

高
さ
99
㍉
㍍
の
小
型
サ
イ
ズ

で
、
従
来
の
Ｉ
／
Ｏ
ユ
ニ
ッ

ト
に
比
べ
て
取
り
付
け
面
積

の
省
ス
ペ
ー
ス
化
が
可
能
。

　
エ
プ
ソ
ン
は
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
内
蔵
の
垂
直
多
関
節
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｖ
Ｔ
６
Ｌ
」
に
つ

い
て
、
Ｄ
Ｃ
仕
様
モ
デ
ル

「
Ｖ
Ｔ
６
―
Ａ
９
０
１
Ｓ
―

Ｄ
Ｃ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
可
搬
重
量
６

㌔
㌘
、
ア
ー
ム
長
９
２
０
㍉

㍍
の
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト

で
、
電
子
・
電
気
部
品
や
自

動
車
部
品
の
人
手
に
よ
る
単

純
な
搬
送
、
組
み
立
て
作
業

等
の
自
動
化
に
適
し
た
エ
ン

ト
リ
ー
モ
デ
ル
。
本
体
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
を
内
蔵
し
た
一

体
化
タ
イ
プ
で
、
ス
ペ
ー
ス

が
限
ら
れ
た
場
所
で
も
設
置

で
き
る
。

　
新
製
品
の
Ｄ
Ｃ
仕
様
モ
デ

ル
は
定
格
48
Ｖ
で
動
作
し
、

バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
が
可
能
な

た
め
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
な

ど
へ
の
搭
載
や
変
種
変
量
生

産
に
お
け
る
工
程
変
化
に
対

応
し
、
装
置
レ
イ
ア
ウ
ト
を

柔
軟
に
変
更
す
る
こ
と
が
可

能
。
ま
た
自
家
発
電
装
置
を

用
い
て
蓄
電
し
て
い
る
工
場

で
は
、
Ｄ
Ｃ
電
源
を
そ
の
ま

ま
利
用
で
き
る
た
め
、
効
率

Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
フ
ァ
ン

高
静
圧
と
高
風
量

山
洋
電
気

　
山
洋
電
気
は
、
高
静
圧
と

高
風
量
を
実
現
し
た
□
１
２

０
×
25
㍉
㍍
厚
の
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｃ

フ
ァ
ン
「
Ｓ
ａ
ｎ
　
Ａ
ｃ
ｅ

　
１
２
０
Ａ
Ｄ
」
９
Ａ
Ｄ
タ

イ
プ
＝
写
真
＝
を
発
売
し

た
。
同
製
品
は
、
最
大
静
圧

は
62
Ｐ
ａ
、
最
大
風
量
は
２

・
35
立
方
㍍
／
ｍ
ｉ
ｎ
の
高

静
圧
、
高
風
量
で
、
従
来
品

に
比
べ
て
期
待
寿
命
が
２
・

４
倍
向
上
の
長
寿
命
を
実

現
。
定
格
電
圧
は
Ａ
Ｃ
１
０

０
？
２
４
０
Ｖ
で
、
Ａ
Ｃ
１

０
０
Ｖ
系
・
Ａ
Ｃ
２
０
０
Ｖ

系
の
ど
ち
ら
で
も
使
用
で
き

る
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
と
な
っ
て

い
る
。
Ｐ
Ｗ
Ｍ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
機
能
で
フ
ァ
ン
の
回
転
速

度
を
制
御
で
き
、
装
置
の
低

騒
音
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

も
可
能
。

　
制
御
盤
や
一
般
産
業
機

械
、
医
療
機
器
な
ど
で
の
利

用
を
想
定
し
、
ひ
と
月
あ
た

り
４
５
０
０
台
の
販
売
を
見

込
む
。

知
能
ロ
ボ
ッ
ト
に

袋
物
ハ
ン
ド
追
加

Ｍ
ｕ
ｊ
ｉ
ｎ

　
Ｍ
ｕ
ｊ
ｉ
ｎ
は
、
同
社
製

Ｍ
ｕ
ｊ
ｉ
ｎ
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
向

け
に
袋
物
対
応
の
ロ
ボ
ッ
ト

ハ
ン
ド
を
標
準
ハ
ン
ド
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
に
追
加
し
た
＝

写
真
。

　
袋
物
の
積
み
下
ろ
し
用
ハ

ン
ド
は
、
最
大
可
搬
重
量
は

30
㌔
㌘
で
、
上
面
の
吸
着
ハ

ン
ド
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
サ

イ
ズ
や
種
類
の
袋
を
、
品
物

本
体
に
傷
つ
け
る
こ
と
な
く

搬
送
で
き
、
混
載
品
で
あ
っ

て
も
３
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
で
正
確

に
認
識
し
、
ど
ん
な
積
み
方

で
も
対
応
可
能
。
袋
物
の
積

み
付
け
用
ハ
ン
ド
は
、
袋
物

を
下
か
ら
支
え
て
搬
送
し
、

安
定
し
て
高
速
な
運
搬
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

従
来
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
タ
イ
プ

に
加
え
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ

ｔ
に
対
応
し
た
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｎ
ｅ
ｔ
内
蔵
タ
イ
プ
、
小
型

化
し
た
フ
ィ
ン
レ
ス
タ
イ

プ
、
ノ
イ
ズ
対
策
を
施
し
た

Ｅ
Ｍ
Ｃ
フ
ィ
ル
タ
内
蔵
タ
イ

プ
を
追
加
。

　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
内
蔵

タ
イ
プ
は
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
へ
の
対
応
に
よ
っ
て
、

イ
ン
バ
ー
タ
の
通
信
速
度
が

向
上
し
、
生
産
現
場
で
収
集

で
き
る
デ
ー
タ
量
が
拡
大

し
、
電
流
・
電
圧
の
変
化
を

高
精
度
に
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
生
産
ラ
イ
ン
全
体

　
日
本
の
製
造
業
の
も
の
づ
く

り
は
お
家
芸
と
い
わ
れ
て
き

た
。
現
在
で
も
、
も
の
づ
く
り

は
堅
調
で
あ
り
、
世
界
的
に
も

優
位
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
製
造

業
が
機
械
を
使
っ
た
手
作
り
生

産
か
ら
Ｆ
Ａ
生
産
に
移
行
し
始

め
て
以
来
、
Ｆ
Ａ
系
の
販
売
店

は
ず
っ
と
製
造
業
と
付
き
合
っ

て
繁
栄
し
て
き
た
。

　
し
た
が
っ
て
Ｆ
Ａ
営
業
に
は

歴
史
が
あ
る
。
製
造
工
場
の
Ｆ

Ａ
化
が
始
ま
っ
た
当
初
の
こ
ろ

に
は
、
販
売
員
が
営
業
で
訪
問

し
た
相
手
先
の
人
は
機
械
技
術

者
か
製
造
の
管
理
者
だ
っ
た
。

自
動
化
を
勧
め
る
営
業
と
い
っ

て
も
、
当
初
は
機
械
を
リ
ミ
ッ

ト
ス
イ
ッ
チ
で
ス
ト
ッ
プ
・
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
程
度
の
こ
と
だ

っ
た
。

　
機
械
課
の
あ
る
中
堅
工
場
の

場
合
は
、
機
械
の
担
当
者
を
訪

問
し
て
「
電
気
で
機
械
を
制
御

し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
よ
う

な
営
業
を
仕
掛
け
た
。
中
小
工

場
の
場
合
は
財
布
を
握
っ
て
い

る
製
造
管
理
者
を
訪
問
し
「
機

械
作
業
の
効
率
は
自
動
化
が
い

い
」な
ど
と
言
っ
て
口
説
い
た
。

　
時
は
進
み
、
現
場
に
自
動
機

械
が
入
っ
て
き
た
。

　
自
動
機
を
効
率
よ
く
動
か
し

て
生
産
す
る
た
め
に
生
産
技
術

課
が
で
き
た
。
工
場
の
製
造
部

門
は
生
産
力
・
コ
ス
ト
低
減
品

質
安
定
の
た
め
自
動
化
を
推
進

し
、
そ
こ
か
ら
出
る
課
題
を
生

産
技
術
に
依
頼
し
た
。
生
産
技

術
は
そ
の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
Ｆ
Ａ
技
術
を
向
上
さ
せ

た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
過
程
で
生

産
技
術
課
は
販
売
員
か
ら
Ｆ
Ａ

機
器
情
報
を
積
極
的
に
入
手
し

た
。
商
品
開
発
の
話
も
出
た
。

こ
う
し
て
工
場
が
自
動
化
を
進

め
て
い
た
時
期
は
、
生
産
技
術

と
Ｆ
Ａ
販
売
員
は
成
長
す
る
た

め
に
お
互
い
を
必
要
と
し
て
い

た
の
だ
。
平
成
に
入
っ
て
く
る

と
、
工
場
内
の
生
産
工
程
の
効

率
的
な
Ｆ
Ａ
化
は
か
な
り
進
ん

だ
。
そ
の
一
方
で
は
、
円
高
デ

フ
レ
の
影
響
で
国
内
の
工
場
拡

張
や
生
産
設
備
の
新
設
・
増
設

は
か
な
り
減
少
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ

て
、
Ｆ
Ａ
の
成
長
期
に
は
大
人

数
を
擁
し
て
い
た
生
産
技
術
部

門
は
そ
の
人
数
を
か
な
り
減
少

さ
せ
て
い
た
。
人
数
の
縮
小
に

よ
っ
て
生
産
技
術
の
仕
事
の
様

子
は
変
わ
っ
た
。
積
極
的
な
省

力
化
・
自
動
化
は
少
な
く
な
っ

て
大
半
の
中
小
工
場
で
は
生
産

設
備
の
改
造
や
改
善
・
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
手
一
杯
に
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
Ｆ
Ａ
販
売
員
は

生
産
技
術
が
手
掛
か
け
る
設
備

の
改
善
・
改
造
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
か
ら
出
る
案
件
を
追
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
案
件
需

要
を
取
り
込
む
た
め
に
商
品
知

識
の
広
さ
・
深
さ
等
の
商
品
知

識
力
が
営
業
力
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
以
降
そ
う
し
た

営
業
力
が
身
に
つ
い
た
販
売
員

は
生
産
技
術
と
の
結
び
つ
き
を

強
く
し
て
売
り
上
げ
を
上
げ
て

き
た
。

　
平
成
末
の
あ
た
り
か
ら
国
内

の
生
産
性
は
先
進
国
間
比
較
で

低
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
た
。
そ
の
頃
か
ら
国
内

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
上
に
向
き
出
し
、

大
手
や
中
堅
の
工
場
は
生
産
技

術
の
外
に
生
産
革
新
部
を
創
設

す
る
現
場
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
中
小
の
工
場
で
も
生

産
技
術
の
強
化
を
唱
え
る
現
場

が
増
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
顧
客
の
動
き
に
対

し
て
Ｆ
Ａ
営
業
は
長
い
間
、
顧

客
か
ら
出
る
案
件
を
追
っ
て
解

決
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
営
業

が
染
み
つ
い
て
い
る
。
顧
客
に

な
っ
て
い
る
製
造
現
場
の
技
術

者
に
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
何
か
課
題
が
な
い
か
、
と
聞

き
回
る
営
業
か
ら
の
脱
出
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。

　
前
述
の
通
り
、
製
造
現
場
は

生
産
効
率
の
飛
躍
的
向
上
を
も

く
ろ
ん
で
動
き
出
し
て
い
る
の

だ
。
従
来
や
っ
て
い
た
改
善
・

改
造
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
し
、

世
間
一
般
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て

い
る
現
場
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
や
ロ
ボ

ッ
ト
の
運
用
と
決
め
つ
け
る
こ

と
で
も
な
い
。
お
の
お
の
の
現

場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
効
率
化
が

あ
る
。

　
そ
こ
に
は
見
え
て
な
か
っ
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
は
ず
だ
。

そ
の
新
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
Ｆ
Ａ
黎
明
期
の
営
業
と

同
じ
と
考
え
れ
ば
い
い
。
ま
ず

は
訪
問
し
て
営
業
を
仕
掛
け
る

相
手
を
間
違
わ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
誰
な
の
か
、
ど
の

部
門
か
は
工
場
に
よ
っ
て
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ａ
営
業
が

会
う
相
手
は
、
ま
ず
は
製
造
部

で
あ
る
。

　
生
産
技
術
か
ら
は
伝
わ
っ
て

こ
な
い
課
題
を
製
造
部
は
潜
在

的
に
持
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
商
品

自
体
に
興
味
の
薄
い
製
造
部
に

ど
う
や
っ
て
足
を
運
ぶ
の
か
が

新
し
い
営
業
な
の
で
あ
る
。

�

現
場
そ
れ
ぞ
れ
の
効
率
化
が
あ
る

製
造
部
に
潜
む
新
し
い
市
場
開
拓

　
バ
ル
ー
フ
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
で
培
っ
た
製
品
力
お

よ
び
製
品
供
給
力
を
も
と

に
、
日
本
市
場
で
の
汎
用
セ

ン
サ
シ
ェ
ア
拡
大
を
狙
う
。

今
回
、
誘
導
型
近
接
セ
ン
サ

と
し
て
「
Ｂ
Ｅ
Ｓ
シ
リ
ー

ズ
」
、
汎
用
光
電
セ
ン
サ
と

し
て
「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー

ズ
」
、
フ
ォ
ト
マ
イ
ク
ロ
セ

ン
サ
と
し
て
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
　

Ｂ
Ｇ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
等
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
性
能
や
使
い
勝
手

を
ユ
ー
ザ
ー
が
実
機
で
確
認

で
き
る
よ
う
、
２
０
２
３
年

８
月
21
日
か
ら
無
償
サ
ン
プ

ル
提
供
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
る
。

　
近
接
セ
ン
サ
は
、
取
り
付

け
時
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
数

削
減
を
目
指
し
、
動
作
確
認

表
示
灯
を
円
周
上
の
ど
の
角

度
か
ら
も
確
認
で
き
る
位
置

に
配
置
。
同
じ
装
置
で
多
数

使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
こ

と
か
ら
、
25
個
／
箱
入
り
で

の
出
荷
に
も
対
応
す
る
こ
と

で
、
梱
包
資
材
の
削
減
や
開

梱
工
数
の
削
減
に
寄
与
。
光

電
セ
ン
サ
は
拡
散
反
射
型
、

回
帰
反
射
型
、
透
過
型
な
ど

の
各
種
検
出
方
式
は
も
ち
ろ

ん
、「
ブ
ル
ノ
ー
ズ
型
」と
呼

ば
れ
る
ね
じ
込
み
式
タ
イ
プ

も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
に
あ
わ
せ
て
選

定
が
で
き
る
。
フ
ォ
ト
マ
イ

ク
ロ
セ
ン
サ
（
フ
ォ
ー
ク
セ

ン
サ
）
は
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ
64

対
応
。
形
状
も
６
種
類
用
意

さ
れ
、
開
口
部
は
一
般
的
な

５
㍉
㍍
サ
イ
ズ
。
最
大
３
ｋ

Hz
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
周
波
数

に
対
応
し
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
や

搬
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
位
置
決
め
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。
日
本
国
内
の
汎

用
セ
ン
サ
市
場
で
は
、
国
内

メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ
ア
が
高
い

こ
と
も
あ
り
、
設
備
設
計
者

は
価
格
・
納
期
・
性
能
で
特

に
問
題
が
な
け
れ
ば
実
績
が

あ
る
製
品
を
選
定
し
が
ち
で

あ
る
。
一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
で
も
技
術
お
よ
び
サ

ー
ビ
ス
競
争
は
過
熱
し
て
お

り
、
同
社
は
業
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
性
能
と
製
品
供
給
力

の
市
場
認
知
を
日
本
市
場
で

も
広
げ
る
た
め
、
直
販
サ
イ

ト
の
拡
充
に
も
注
力
す
る
。

　
イ
ン
バ
ー
タ
は
工
作
機
械

や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
フ
ァ

ン
・
ポ
ン
プ
や
搬
送
ラ
イ
ン

で
使
わ
れ
、
モ
ー
タ
の
最
適

制
御
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
を
実

現
で
き
、
脱
炭
素
に
向
け
て

需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
機
器
や
生
産
設
備
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、

デ
ー
タ
収
集
や
分
析
、
自
動

制
御
を
通
じ
て
生
産
性
向
上

や
省
エ
ネ
な
ど
を
実
現
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｄ
Ｘ
に
向
け

て
イ
ン
バ
ー
タ
に
も
ネ
ッ
ト

　
富
士
電
機
は
、
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
の
主
力
機
種
で
あ
る
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

―
Ａ
ｃ
ｅ
　
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
対
応
機
種
の
拡
充

や
予
兆
保
全
機
能
の
搭
載
な
ど
機
能
強
化
と
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
す
る
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
刷
新

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
対
応
拡
充

フ
ァ
ナ
ッ
ク
　
天
井
設
置
型
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト

範
囲
内
、ど
こ
で
も
届
く

エ
プ
ソ
ン
　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
内
蔵

　
　
　
　
　
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト

Ｄ
Ｃ
仕
様
モ
デ
ル
追
加

富士電機

FRENIC―Aceシリーズ

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
横
方
向
に
接

続
す
る
構
造
で
、
ス
ペ
ー
ス

の
無
駄
を
作
ら
な
い
。
ま
た

各
種
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
幅
広
く

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
機
械
の

オ
プ
シ
ョ
ン
仕
様
に
よ
っ
て

異
な
る
Ｉ
／
Ｏ
構
成
に
柔
軟

に
対
応
可
能
。
「
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ

Ｃ
　
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
―
Ｉ
Ｉ

Ｉ
」
を
使
っ
た
パ
ラ
メ
ー
タ

設
定
で
モ
ジ
ュ
ー
ル
仕
様
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
、
複
数

仕
様
の
保
守
部
品
を
集
約
・

削
減
で
き
る
。

　
ま
た
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

フ
ロ
ン
ト
コ
ネ
ク
タ
と
ハ
ウ

ジ
ン
グ
、
ベ
ー
ス
の
３
ピ
ー

ス
構
造
で
、
フ
ロ
ン
ト
コ
ネ

ク
タ
は
着
脱
で
き
る
の
で
プ

リ
ア
セ
ン
ブ
リ
し
た
ケ
ー
ブ

ル
の
準
備
が
可
能
と
な
り
、

機
械
の
組
み
立
て
工
数
削
減

に
寄
与
。
ま
た
プ
ッ
シ
ュ
イ

ン
式
で
ツ
ー
ル
レ
ス
で
の
配

線
作
業
が
可
能
。
故
障
が
発

生
し
た
場
合
も
配
線
を
外
す

こ
と
な
く
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

み
を
交
換
す
る
こ
と
で
復
旧

で
き
、
機
械
の
ダ
ウ
ン
タ
イ

ム
短
縮
に
も
効
果
的
。

的
な
電
力
供
給
・
運
用
が
で

き
、
環
境
負
荷
低
減
を
可
能

に
す
る
。

BOSシリーズ

バルーフ
無償サンプルキャンペーン

汎用センサ シェア拡大

Ｖ
Ｔ
６
―
Ａ
９
０
１
Ｓ
―
Ｄ
Ｃ

Ｓ
Ｒ
―
３
ｉ
Ａ
／
Ｕ
と
作
業

領
域



（3）　　　２０２３年（令和５年）９月６日

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/

食品の入口であ
る植物工場から
食品製造ライン
の自動化、デー
タ連携・データ
活用ソリューシ
ョンの実演展示
を行った。

■�オムロン、協働ロボットアプリケーションモデルに
シンテック製パレタイジングシステムを公開

　オムロンは、協働ロボッ
トを使ったシステムのアプ
リケーションモデルの紹介
ページに「シンテック製協
働パレタイジングシステ
ム」を公開した。
　省スペース設計ながら広い可動範囲を確保したパレ
タイズロボットで、パレットサイズの1100x1100mm
とほぼ同寸法の1170x1058mmで設置でき、協調ロボ
ットを使用することにより、安全柵の設置が不要で、
ロボットシステムの設置に必要な専有面積の削減が可
能となっている。

■�ロックウェル・オートメーション、米国本社内に水
耕栽培の植物工場を建設

　ロックウェル･オートメーションは、グリーンベイ
を拠点とする農業スタートアップ企業のForkFarms
社と協力し、2024年夏までにロックウェル･オートメ
ーションのミルウォーキー本社内に7300平方㌳の水耕
栽培型の植物工場を建設する。本格稼働すると年間54
万株の植物と14万9000㍀の食糧を生産することが可
能。

■�ロックウェル、スイス食品会社での次世代搬送シス
テムMagneMotion導入事例を公開

　ロックウェル・オートメーションは、スイスの鶏肉
専門業者KNEUSSGüggeli
社への次世代搬送システム

MagneMotion導入事例を
公開した。
　KNEUSSGüggeli社は、

MagneMotionで構築した2段式インテリジェント･コ
ンベア･システムで注文のピッキング速度を60%向上
し、コスト削減、スループットの向上、スペースの節
約を実現した。

■�シーシーエス、生成AI開発のデータグリッド社と業
務提携。AI検査導入時の不良画像不足を解決

　画像処理検査用LED照明メーカーのシーシーエス
は、生成AI開発のデータグリッドと業務提携し、両
社の技術や知見を活用し、新たなAIソリューション
を創出していく。
　データグリッドは2017年創業で、生成AIの研究開
発と製品開発を行い、AIの学習用データを作り出す
ソフトウエア「Anomaly Generator」（アノマリー
ジェネレーター）」を提供している。同社の生成AI
は、少量の不良品画像をもとに高品質で多種多様な不
良品画像を大量に生成でき、AIモデル構築のプロセ
スで多発している不良品画像のデータ不足を解決で
き、AI検査導入のための工数やコスト低減が可能に
なる。

■�北陽電機、機械の安全化とリスクアセスメント手順
についてコラム掲載

　北陽電機は同社WEBサイトで「機械の安全化とリ

■�アズビル、工場の計測・制御を学べるWEBサイト
「LearningPlaza」開設

　アズビルは、工場における計測と制御の基礎知識を
学べるWEBサイト「LearningPlaza」を開設した。
　同サイトは「クラウド
を活用した便利な学習サ
イト」という位置付け
で、「ゼロから学ぶ温度
制御」「プロセス4大変
数」など、フィールド機
器の動作原理から自動制
御を行う際の基礎知識の
ほか、同社製品の特徴的
な機能や開発ストーリーの紹介動画、通信や防爆に関
する基礎知識を学べるコンテンツなどをそろえてい
る。また学習後、トレーニングセンターで実機に触れ
て対面講義を受講できる実地トレーニングの申し込み
も可能となっている。
　会員登録すれば誰でも利用することができる。

■�安川電機、広報誌「YASKAWANEWS」最新号
No.343を発行

　安川電機は、同社の製品や技術、応用事例などの情
報を掲載した広報誌「YASKAWANEWS」
最新号No.343を発行した。
　最新号では、特集として「中期経営計画
『Realize25』」「人協働ロボットアプリケ
ーションパッケージ」「安川インバータ」
を取り上げ、さらに、米OishiiFarmCorporationとの
資本業務提携による植物工場自動化への取組みや安川
電 機 ガ ー ル ズ デ ー 開 催 、 陸 上 部 の 最 新 情 報 、

MECHATROLINK協会2023年度総会開催報告などを
掲載している。

■�安川電機、技術論文「磁気飽和と磁石温度変化を考
慮したIPMSMの高精度トルク制御」を公開

　安川電機は、技術論文「磁気飽和と磁石温度変化を
考慮したIPMSMの高精度トルク制御」を公開した。
　埋込磁石型同期電動機（IPMSM）は小型高効率で
電気自動車や産業機械等のさまざまなアプリケーショ
ンに広く適用されているが、IPMSMの小型化・高ト
ルク密度化が加速することによって磁気飽和に起因す
るトルクの非線形性が増し，特に高負荷領域や高速領
域において正確なトルク制御を行うことが難しくなっ
てきている。それに対し同社では、独自の磁束オブザ
ーバと誘起電圧定数推定器を用いた高精度トルク制御
技術を使うことでこれらの課題を解決できるとし、技
術論文ではその技術を解説している。

■�安川電機、テクニカルレポート「食品産業界のスマ
ート工場への進化」を公開

　安川電機は、テクニカルレポート「食品産業界のス
マート工場への進
化～2023国際食品
工 業 展 の 振 返 り
～」として、6月
に 開 催 さ れ た

FOOMA2023での
同社の展示内容に
ついての技術解説
を公開した。
　 展 示 会 で は

FAMSとアイキ
ューブデジタルと
ともに「食を大変
革」をテーマに、

　同社の測域センサはセンサの周囲の距離をレーザで
測り、人やモノの動きなどの環境認識を行うことがで
き、ブースでは新製品のセーフティコントローラーと
セーフティレーザスキャナの組み合わせで使用した

AGVの安全システムの構築をはじめ、米国Lumotive
社との共同開発によるメカレス3D測域センサなどレ
ーザ距離計や光データ伝送装置などを出展する。

セミナー・イベント情報
■ユニバーサルロボット、9月11日～「URオンライ
ン展示会2023秋」開催　37社が参加
　ユニバーサルロボットは、9月11日から15日にかけ
てWEB展示会「URオンライン展示会2023秋」を開
催する。

　協働ロボットに特化したオンライン展示会で、周辺
機器メーカーやSIerによる展示ブースのほか、用途別
事例動画、ウェビナーなどコンテンツを提供。初出展
の3社を含む全37のパートナー企業（周辺機器開発メ
ーカー、UR認定SIer）による最新ソリューションや
事例の展示を見ることができる。
　ウェビナーも多数実施し、同社主催のものとして、
入門的な内容の「ここがポイント！協働ロボット早わ
かり」をはじめ、「用途別URロボット導入事例」
「 自 動 車 業 界 に お け る U R ロ ボ ッ ト 導 入 事 例 」
「UR20から見るURロボット選定のポイント」「組
立工程におけるURロボット活用のポイント」「UR
技術が語るUR機能の上手な使い方」を行い、パート
ナー企業のウェビナーも実施する。

移転・オープン
■�オプテックス・エフエー、広島サテライトオフィス
と博多テスティングルーム開設

　オプテックス・エフエーは、LED照明事業のサー
ビス向上に向け、JR広島駅近くに広島サテライトオ
フィスを、JR博多駅近くに博多テスティングルーム
を新設した。
　広島サテライトオフィスは、営業担当が不定期にて
在駐するオフィスで、テスティングルームを併設して
いる。住所は、〒732-0824　広島県広島市南区的場
町2丁目1-12プレサンスロジェ広島駅南　ザ・タワー
202号室、電話番号はTEL075-555-3036（連絡先は
LED営業部京都営業所）。
　博多テスティングルームは、各種照明・カメラ・レ
ンズなどをそろえ、LED照明のテスト、デモ、商談
などを行うことができる。住所は〒812-0013　福岡
市博多区博多駅東1-14-3　第2サンライト東口ビル
703号室、電話番号は075-555-3036（連絡先はLED営
業部京都営業所）。

■福西電機、広島営業所を開設
　福西電機は、広島市に広島営業所を開設した。住所
は〒730-0016　広島市中区幟町13-11　明治安田生命
広島幟町ビル9F。

スクアセスメント手順について」コラムを公開した。
　機械の安全に不可欠なリスクアセスメントとリスク
低減方策（3ステップメソッド）ついて解説し、「機
械の安全化とは」から「リスクアセスメントの進め
方」にはじまり、「リスク低減方策（3ステップメソ
ッド）」まで解説している。

■�ユニバーサルロボット、協働ロボットトレーニング
講座URアカデミーの受講者数が20万人突破

　ユニバーサルロボットは、同社が提供している協働
ロボットのトレーニング講座「URアカデミー」につ
いて、世界119カ所のトレーニングセンターでの受講
者数が20万人を突破した。
　URアカデミーは、リアル・オンラインで入門レベ
ルから高度なロボット操作まで学ぶことができ、2023
年9月にはロボット周辺機器との通信方法を学ぶイン
ダストリアルコミュニケーショントレーニングが追加
され、さらに2024年にかけて最新製品「UR20」のセッ
トアップとプログラミングのeラーニングや、リスク
アセスメントのeラーニング、パレタイジング学習パ
ス、新しいシミュレータベースのバーチャルトレーニ
ングの追加が予定されるなど内容も更新されている。
　日本でのトレーニングセンターは東京、神奈川、愛
知、京都、大阪、兵庫の地域の全9カ所あり、現地で
学ぶことができる。

■�IDEC、「バーチャル物流展」に電動アシストホイ
ールによる重量物搬送の負荷軽減を掲載

　IDECは、国際物流総合展2023第3回INNOVA 
TIONEXPOのオンライン展示会「バーチャル物流
展」に出展し、電動アシストホイールによる重量物搬
送の負荷を軽減するソリューションを紹介している。

■�IDEC、9月13日～東京ビッグサイト「国際物流総合
展INNOVATIONEXPO」に出展

　IDECは、9月13日から15日にかけて東京ビッグサ
イトで開催される「国際物流総合展INNOVATION 
EXPO」に出展する（ブース：西2ホール小間番号

2Q-05）。
　ブースでは、人と協働出来る安全なカスタムAMR
の決定版、セーフティ・ホイールドライブ・システム
を中心に、SafetyWheelDrive（安全自律走行ホイー
ル）による 自動搬送の労働力不足を解消、電動アシス
トホイールによる 重量物搬送の負荷を軽減、RFIDと
ウェアラブル型バーコードリーダーを活用したスマー
ト生産管理システムなどを紹介する。
　また9月13日15時から出展者プレゼンテーションセ
ミナー「安心安全なAGV/AMRを簡単に構築できる
オールインワンホイールソリューション」を実施する。

■�IDEC、9月13日～東京ビッグサイト「フードファク
トリー2023」出展

　IDECは、9月13日から15日にかけて東京ビッグサ
イトで開催される「フードファクトリー2023」に出展
する（ブース：東5ホール小間番号M-35）。
ブースでは、食品機械の防水・衛生対策・重量物搬送
の課題解決に貢献するソリューションを中心に提案
し、APEM防水スイッチ、電動アシストホイール、
スマートRFIDリーダ、タッチレススイッチ、ミリ波
レーダセンサ等を紹介する。

■�北陽電機、9月13日～東京ビッグサイト「国際物流
総合展INNOVATIONEXPO」に出展

　北陽電機は、9月13日から15日にかけて東京ビッグ
サイトで開催される「国際物流総合展INNOVATION 
EXPO」に出展する（ブース：1A-08）。
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　トヨタは、より無駄のない効率的な
在庫管理の方法として「ジャスト・イ
ン・タイム」製造を普及させました。
しかし、ここ数年、多くの産業がこの
考えを捨て、「ジャスト・イン・ケー
ス」モデルに移行しています。ここで
は、その転換を図るための5つの戦略
をご紹介します。

　Covid-19のピーク時には、建物の
閉鎖、一般人の立ち入り制限、労働力
不足、そしてスエズ運河の閉鎖のよう
な事件が、商品の製造と配送に前例の
ない困難をもたらしました。手元に十
分な原材料が確保できないことから、
多くの企業が納品義務を果たせなくな
り、収益と顧客ロイヤリティの低下を
余儀なくされました。この教訓を踏ま
え、サプライチェーンマネージャー
は、広く採用されている「ジャスト・
イン・タイム」方式から「ジャスト・
イン・ケース」方式への移行を実行し
ています。

　このパラダイムシフトは、従来のや
り方である、従業員が、限られたスペ
ースでオペレーションを実行する企業
にとって、大きな挑戦です。ジャスト
・イン・ケース型を採用するには、何
が必要なのでしょうか？　まず、ジャ
スト・イン・タイムとジャスト・イン
・ケースの違いを理解する必要があり
ます。

●ジャスト・イン・タイム戦略とは？

　ジャスト・イン・タイム戦略では、
生産スケジュールに合わせてサプライ
ヤーに原材料が発注されます。必要な
ときにだけ品物を受け取ることで、効
率を上げ、無駄を省きます。これによ
り、在庫コストの削減を可能にしま
す。その例としてよく知られているの
が、トヨタ生産方式、Motorolaのシ
ョートサイクル生産方式、IBMの連
続フロー生産方式です。多くの場合、
仕掛品の過剰生産を避けるためにカン
バンスケジューリングシステムが併用

されます。ジャスト・イン・タイム方
式は、精度の高い需要予測、高品質な
仕上がり、機械の故障がないこと、信
頼できるサプライヤーによって実現可
能となります。

●ジャスト・イン・ケース戦略とは？

　ジャスト・イン・ケースは、ジャス
ト・イン・タイムの対局に位置してい
ます。ジャスト・イン・タイムが無駄
のない在庫・配送に重点を置いている
のに対し、ジャスト・イン・ケースは
必要以上の材料を備蓄したり、販売見
込以上の製品を生産したりすることに
重点を置いています。

●ジャスト・イン・ケース管理の 
　導入方法

　ジャスト・イン・タイムの在庫レベ
ルを維持するということは、特にパン
デミックのような危機の際には、企業
の在庫バッファがほとんど底をついて
しまうことを意味します。一方、ジャ
スト・イン・ケースでは、より健全な
在庫水準で運用することができるた
め、耐久力の確保が可能となります。

　ジャスト・イン・ケース物流を採用
する際に課題となるのは、商業用不動
産が割高な地域において十分な保管ス
ペースを確保することです。ここで
は、ジャスト・イン・ケース物流を機
能させるための5つの戦略をご紹介し
ます。

●5つのジャスト・イン・ケース戦略

1.保管スペースを最大化
　在庫が増えると、どうしてもさらに
広い保管スペースが必要になります。
最も簡単な解決策は、現在の倉庫の面
積を増やすか、別の倉庫を取得するこ
とです。しかし、これらの最も簡単な
解決策は、財務的理由から、常に実行
可能であるとは限りません。そこで最
良の選択肢となるのが、現在の倉庫ス

ペースを見直し、収納を最大化する方
法を再検討することです。AutoStore
は、最高密度の回収およびキューブス
トレージソリューションの一つで、保
管スペースを、一般的な手動ラック倉
庫の設置面積に対し最大4倍まで拡張
することが可能になります。

2.労働リスクを最小化
　COVID-19のパンデミックピーク時
には、職場でのウイルス蔓延を防ぐた
めに行動制限が設けられました。倉庫
内の商品をピッキングする作業員は、
他との接触が禁止または最小限化さ
れ、人と人との間に安全な距離が保た
れるように配所されました。AutoSto 
reはGTP（Goods to Person：棚搬送
型）システムであるため、作業員は、
作業を行うポートで在庫が格納された
ビンが搬送されてくるのを待ち、ビン
から商品を取り出すだけです。ポート
を等間隔に配置することで、作業員同
士が安全な距離を確保できます。

3.ダウンタイムを削減
　多くの場合、倉庫システムのダウン
タイムは、下流工程、特に生産に影響
を与えるため、常に懸念事項となりま
す。AutoStoreシステムでは、独自の
構造により、全てのロボットがシステ
ム内のどのビンにも到達できるため、
単一障害点が存在しません。49カ国以
上で1,150以上のシステムの導入実績
を持つAutoStoreは、倉庫および物流
業界で比類のない99.7％の稼働率を誇
る実証済みのテクノロジーです。

4.エネルギー消費を低減
　エネルギーコストは一般的に、倉庫
の運営予算の15％を占めていると言わ
れています。倉庫に自動化を導入する
と、光熱費がかさむ可能性がありま
す。そのため、企業はコスト削減と持
続可能性のために、倉庫のエネルギー
効率を高めることを強く望んでいま
す。AutoStoreのロボットは、稼働中
の消費エネルギーがわずか100ワット
です。10台のロボットの消費エネルギ

ーは、掃除機1台分と同等です。営業
時間外に照明や空調の使用を制限して
システムを稼働させることも可能で
す。エネルギー消費量が少ないため、
太陽光発電などの再生可能エネルギー
を利用してシステムを稼働させること
もできます。

5.�将来的なリスクに対応するオペレー
ションの確立
　拡張性と柔軟性のある倉庫自動化の
実現は、現在進行中のIndustry4.0の
重要なトレンドです。競争力を維持す
るために、現代の企業は、現在のオペ
レーションを改善し、需要の変化に応
じて容易に拡張または縮小できるテク
ノロジーに投資する必要があります。

AutoStoreでは、自動化のレベルを常
に調整できます。例えば、保管スペー
スを追加で必要となった場合、ビンを
追加できます。スループットを向上さ
せるために、ロボットを追加すること
も可能です。その可能性は無限大で
す。AutoStoreは、あらゆる主要産業
の現在と未来のビジネス課題に対応で
きるように設計されたモジュール式ソ
リューションなのです。

●まとめ

　近年のグローバルトレンドに対応す
るため、多くの企業では、ジャスト・
イン・タイムモデルからジャスト・イ
ン・ケースモデルへの移行を余儀なく
されています。ジャスト・イン・ケー
ス型のサプライチェーンモデルへ移行
するにあたり、企業は保管スペースの
最大化、労働リスクの最小化、ダウン
タイムの削減、エネルギー消費の低減、
そしてオペレーションの将来への対応
を実現するための戦略を実施する必要
があります。AutoStoreシステムは、
企業がこれらの課題を解決し、競争力
の維持に貢献する柔軟な倉庫自動化の
一例です。拡張性のあるテクノロジー
に投資することで、企業は将来起こり
うる混乱に備えて、回復力と持続可能
性を確保しておくことができます。

AutoStore 「ジャスト・イン・ケース物流」の5つの戦略

混乱に備え回復力と持続可能性を

著者
Clement Yew
AutoStore東南アジアビジネスデベロップメント担当ディレクター 
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追
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造
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技
術
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追
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し
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。
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ザ
ー
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。

　
こ
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ダ
ク
ト
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れ
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れ
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イ
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５
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。
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ノ
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く
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の
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て
、
世
界
中
で
実
践
し
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い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
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、
工
学
博
士
　
技
術

士
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経
営
工
学
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学
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ジ
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ー
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教
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應
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Ｋ

Ｂ
Ｓ
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０
１
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０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
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日
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目
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し
、
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改善の急所
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おむつに使用することで紙おむつの水平リサイクルフ
ローの完成を目指す。設備投資額は約60億円。

■�日本金属、東京都板橋区の板橋工場の排水回収設備
が稼働

　日本金属は、東京都の工業用水道事業廃止に伴う
「節水対策支援」を活用した板橋工場での排水回収設
備の新設について、このほど工場が完了し本稼働を開
始した。
　板橋工場
では冷間圧
延ステンレ
ス鋼帯、み
がき特殊帯
鋼、極薄電
磁鋼帯、マ
グネシウム
合金帯等を
製造してお
り、今回の
新設工事で
は水素プラント跡地を有効利用し、既存水処理設備の
改善を進めた後、排水回収設備を新設し、工場の稼働
に影響を与えずに竣工することができた。今回の排水
回収設備導入によって約60％の排水回収率向上を想
定している。

■�三益半導体工業、群馬県高崎市保渡田町に300mm
シリコンウエハー新工場を建設

　 三 益 半 導 体 工 業 は 、 群 馬 県 高 崎 市 保 渡 田 町 に
300mmシリコンウエハーを製造する新工場を建設す
る。
　投資金額は770億円で、現工場の隣接地に300mm
シリコンウエハー製造用建屋を建設する。建築面積は
1万1283平方㍍。2023年8月に着工し、2025年7月の
竣工の予定。

■�AGCエスアイテック、福岡県北九州市の若松工場
で化粧品原料のシリカ製品の生産力増強

　AGCの100％子会社のAGCエスアイテックは、天
然由来の素材を使用した環境に優しい化粧品原料であ
るシリカ製品「RESIFA（レシファ）SUNSPHERE
（サンスフェア）」について、福岡県北九州市の若松
工場で現行の約1.5倍に生産能力を拡張する設備増強
を実施し、2025年第2四半期に稼働を開始する。

　同製品は、天然由来のケイ素を独自の製法で真球状
に加工した化粧品原料で、世界中の化粧品メーカーで
使用されている。化粧品市場は人口増加とスキンケア
意識の高まりで年率4%以上の成長が見込まれ、また
マイクロプラスチック代替の化粧品原料が望まれてお
り、今回の生産能力増強はこれを受けてのものにな
る。

■�ナビエース、群馬県邑楽郡板倉町に段ボール包装の
新工場

　ナビエースは、関東圏の顧客に向けた供給能力向上
のため、群馬県邑楽郡板倉町に建設中だった新工場
（群馬県邑楽郡板倉町泉野二丁目41番23）が竣工し
た。

　新工場は、コルゲーター1台、強化段ボールナビエ
ースとナビパレット製造設備等を備え、本社同等の生
産能力を持つ。敷地面積は3万3189平方㍍。

■�ミラプロ、岩手県奥州市に半導体製造装置用部品製
造のミラプロ東北工場を新設

　ミラプロ
は、岩手県
奥州市の江
刺フロンテ
ィアパーク
内に「ミラ
プロ東北工
場」を新設
した。
　半導体市
場の需要が
拡大に伴って半導体生産能力強化のため半導体製造装
置の生産も急務とされ、真空関連部品の迅速で安定的
な供給が求められている。同社は、半導体液晶向け配
管製造・精密洗浄、各種半導体製造装置の組み立てを
事業としており、今回の新工場は半導体需要の増加に
対応するものとなる。新工場は2階建（一部3階建）
で、敷地面積は1万5330平方㍍、延べ床面積は1万
7494平方㍍。

■�大王製紙、愛媛県四国中央市の三島工場でフラッフ
パルプの生産を開始

　大王製紙は、紙おむつ等吸収体商品の主要材料のひ
とつで、ロールパルプを解繊した綿状パルプであるフ
ラッフパルプの生産を開始した。新たに稼働を開始し
た生産設備は、これまで三島工場（愛媛県四国中央
市）で洋紙を生産していた15号抄紙機を改造したも
ので、生産能力は月産7500㌧。
　同社は洋紙需要の減少に柔軟に対応し、紙・板紙事

国内

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

環境にも配慮した最先端の工場になる。
　延床面積は約8万平方㍍。建築面積は約2万8500平
方㍍。投資金額は約180億円（建屋のみ）。

■�日野自動車、タイでトラック・バスの生産拠点「日
野スワンナプームものづくりセンター」開所

　日野自動車のタイ生産子会社である日野モータース
マニュファクチャ
リングタイランド
は、ASEANにお
けるトラック・バ
スの生産・開発拠
点となる「日野ス
ワンナプームもの
づくりセンター」を開設した。
　同センターは、タイ日野製造、タイ日野パワートレ
イン製造、日野モータースアジアの協力で生まれ、
ASEANでのトラック・バスの生産・開発拠点として
タイ国内の商品企画・開発・生産の機能を集約・強化
し、ASEAN最適車の現地での商品化・生産供給を担
う。
　スワンナプーム国際空港から約20㌔㍍のサムット
プラカーン県バンボー郡アジア工業団地に位置し、敷
地面積は40万平方㍍。総事業費は35億6000万バーツ。

■�村田製作所、フィリピンの生産子会社で積層セラミ
ックコンデンサの新生産棟を建設

　村田製作所のフィリピン生産子会社のPhilippine 
Manufacturing Co. of Murata, Inc.は、新生産棟の
建設を開始した。
　今回の新生
産 棟 の 建 設
は、積層セラ
ミックコンデ
ンサの中長期
的な需要増加
に対応できる
体制の構築を目的としている。総投資額は約112億円
（建屋のみ）。建屋はRC造の地上2階で、延床面積は
7万7981平方㍍、建築面積は3万2454平方㍍。2025年
9月末竣工の予定。

■�フェローテック、マレーシアに半導体用絶縁放熱基
板製造の新工場建設

　フェローテックホールディングスのパワー半導体用
絶縁放熱基板製造子会社の江蘇富楽華半導体科技股份
は、マレーシア南部地区の柔仏州新山地区に新工場を
建設する。
　同社は中国国内の上海、東台、四川と生産拠点を着
々と増やしており、今回マレーシア南部地区に新たに
生産拠点を設置し、パワー半導体需要の取り込みに注
力する。また新工場は、既存工場を買収した上で内装
と改造を行うことで立ち上げのスピードアップと投資
金額の抑制を図る。生産能力はDCB基板がひと月当
たり30万枚、AMB基板が20万枚。
　 投 資 金 額 は 約
137億円。このう
ち 建 屋 が 5 2 億
円 、 機 械 設 備 が
61億円、その他
で24億円。建屋
総床面積は約3万
4000平方㍍。建
屋の改造は2023
年9月に開始し、
2024年5月に機械
設 備 設 置 を 開 始
し 、 操 業 開 始 は
2024年9月を予定
している。

業からホーム＆パ
ーソナルケア事業
へウエイトシフト
する方針を掲げ、
ホーム＆パーソナ
ルケア事業の強化
を進めている。紙
オムツのリサイク
ル事業の研究も開
始しており、今回
のフラッフパルプ
の内製化によって
再生パルプを混ぜ
合わせたフラッフ
パルプを自社の紙

海外

■�第一稀元素化学工業、ベトナムでオキシ塩化ジルコ
ニウム製造の新工場が稼働開始

　 第 一 稀 元 素 化 学 工 業 の ベ ト ナ ム 子 会 社 の
VIETNAM RARE ELEMENTS CHEMICAL JOINT 
STOCK COMPANYが、オキシ塩化ジルコニウムと
その他ジル
コニウム化
合物の生産
能力増強と
事業拡大を
目的として
バリアブン
タオ省に建
設を進めて
きた新工場が稼働を開始した。
　高機能材料のジルコニウム化合物は、主にジルコニ
ウム鉱石の粗精製塩であるオキシ塩化ジルコニウムを
用いて製造され、そのサプライヤのほぼ全てが中国に
集中している。それに対し同社は、オキシ塩化ジルコ
ニウムの供給を特定国に頼るリスクに対応するために
ベトナム子会社を設立し、サプライチェーンの多様化
を進めてきた。
　新工場では、ベトナムで産出されるジルコニウム鉱
石を主原料とし、バイオマス由来の熱源を採用するな
ど環境に配慮したプロセスと設備によって社内で使用
するオキシ塩化ジルコニウムの約50%と、その他ジル
コニウム化合物を製造する。

■�イーレックス、ベトナムに発電用燃料向け木質ペレ
ット製造工場

　再生可能エネルギーのイーレックスは、ベトナムイ
エンバイ省に木質ペレット工場「イーレックス・サク
ラ・バイオマス・イェンバイ工場」を建設する。
2024年9月の完成を予定。
　同プロジェクト
は、ベトナムにバ
イオマス発電所を
新設するのに先立
ち、未利用となっ
ている木質残渣等
を木質ペレットに
加工し、主に発電用燃料として活用、販売する事を目
的として木質ペレット製造工場を整備するもの。
　約3haの敷地に加工工場と原木ヤード、管理事務所
を建設し、年間15万㌧の木質ペレットを製造能力を
持つ。製造した木質ペレットは、石炭火力発電所から
排出されるCO2の削減を目的として石炭火力トランジ
ッション（フューエルコンバージョン）への活用も検
討している。

■�ヤクルト、アメリカ・ジョージア州に新工場を建設
　ヤクルトの100％子会社のアメリカヤクルトは、ア
メリカ・ジョージア州バートウ郡のハイランド75工
業団地に新工場を建設する。アメリカヤクルトは
2022年に1日あたり平均63万2000本の販売実績があ
り、米国での需要が増加している。

■�太陽誘電、中国・常州に積層セラミックコンデンサ
の新工場が完成

　太陽誘電の中国子会社で積層セラミックコンデンサ
の生産を担当する太陽誘電（常州）電子の新工場が完
成した。
　同社は、積層セラミックコンデンサの生産子会社と
して2019年の設立から生産立ち上げの準備を進めて
きて、このほど新工場が完成。各種設備の効率化によ
る省エネや創エネなどを通じて温室効果ガス削減し、


